
　一人一台タブレットが配付さ
れ、ＩＣＴを活用した学習が各教科で積極的に行われています。
　また、全校集会や研修会等をオンラインで行い、児童だけでなく、教
員も積極的にＩＣＴ活用することで、学習活動の充実につなげています。

令
和
4年
5月
15日（

N
o.107）

■
発
行
/
三
股
町
議
会

み
ま
た
ん
ぎ
か
い

三
股
町
議
会
だ
よ
り

1
0
7

v
o
l.

委 員 長

田中 光子
委　　員

新坂 哲雄
副委員長

楠原 更三

委　　員

指宿 秋廣

議会広報編集常任委員会
編

集

後

記

〒
889

-1995 
宮
崎
県
北
諸
県
郡
三
股
町
五
本
松
1-1

TEL.0986-52-9310
三
股
町
議
会
事
務
局

■
編
集
/
議
会
広
報
編
集
常
任
委
員
会
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三股町議会だより

みまたんぎかい
よい人、よい町、よい政治。議員が編集した手づくり広報紙

花と緑と水の町三股町

様々な風景と桜による
美しい共演を楽しめるのは
上米公園ならではね♪

　宮村小学校は、今年146年目の歴史ある
学校です。三股町の中心部から南に向かっ
た小高い所にあり、校庭から霧島連山や都
城市の街並がきれいに見えます。日々、「元
気」「やる気」「根気」の三つの気「みやむらの

木」を育て、「思いやり一杯」「笑顔一杯」の学
校を目指しています。また、地域の高齢者の
方とグラウンドゴルフをしたり、遠足で史跡
となる日州寺柱番所に行ったりしながら、ふ
るさと教育を行っています。

み
ま
た
ん
学
校
紹
介

1人1人が輝いて、みんな大好き、
笑顔と魅力あふれる学校

わが校のココがポイント！！

三
股
町
に
あ
る
小
中
学
校
の
１
校
に
ス
ポ
ッ
ト
を
あ
て
、タ
ブ
レ
ッ
ト
導
入
に
よ
る
学
習
の

成
果
や
、独
自
の
教
育
や
取
り
組
み
な
ど
、各
校
の
特
色
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

三
股
町
立
宮
村
小
学
校
住
所
／
三
股
町
大
字
宮
村
１
２
９
５

設
立
／
明
治
８
年
　
生
徒
数
／
１
３
８
名

Vol.4

▼
五
本
松
団
地
跡
地
に
、新
た
に
計
画
さ

れ
て
い
る
大
型
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
、行
政

の
負
担
と
リ
ス
ク
が
大
変
大
き
い
と
感

じ
て
い
ま
す
。今
後
、国
は
財
政
支
出
の

大
幅
な
引
き
締
め
が
予
想
さ
れ
て
、財
政

規
模
の
小
さ
な
本
町
は
先
行
き
が
不
安

で
な
り
ま
せ
ん
。

▼
今
回
の
町
議
会
の
混
乱
で
、町
民
の
皆

様
に
多
大
な
ご
心
配
や
ご
迷
惑
を
か
け

た
こ
と
を
お
詫
び
申
し
上
げ
ま
す
。町
議

会
議
員
選
挙
を
町
長
選
挙
と
同
時
に
行

う
こ
と
で
し
か
こ
の
混
乱
は
収
拾
で
き

ま
せ
ん
で
し
た
。

▼
９
月
に
新
た
に
選
ば
れ
る
議
員
に
、今

後
の
議
会
運
営
を
託
し
、町
長
と
町
民
に

対
し
て
の
善
政
を
競
っ
て
も
ら
い
た
い

と
思
っ
て
い
ま
す
。

（
指
宿
）

タブレット導入後の変化 　本校では、昭和24年から「宮村小こども郵便局」
に全校児童で取り組んでいます。6年生では貯金事務を行い、キャリ
ア教育につなげています。また、毎年、地域の方に「大太鼓踊り」を教
えていただき、運動会で披露しています。

当校の自慢

photo：上米公園

そこが聞きたい !!

一般質問 6名

一般会計予算、特別会計予算、可決

三股町議会 第2回（令和4年3月）定例会報告

県知事による
審決後の町議会の動き

特 集

vol.4みまたん学校紹介

三股町立宮村小学校

誌面の文字が大きくなって見やすくなりました
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町
議
会
で
は
、
３
月
定
例
会
を
3
月
1
日
か
ら
３
月
22

日
ま
で
の
22
日
間
開
催
し
ま
し
た
。
今
回
議
会
に
上
程

さ
れ
た
議
案
は
、
令
和
4
年
度
一
般
会
計
を
は
じ
め
、

8
つ
の
特
別
会
計
及
び
条
例
の
制
定
・
改
正
な
ど
30
議

案
が
提
出
さ
れ
審
議
さ
れ
ま
し
た
。

TOPICK

三
股
町
議
会

第
2
回
（
令
和
4
年
3
月
）
定
例
会
報
告

人事案件

条例改正等

●�三股町まち・ひと・しごと情報交流センターの設置及
び管理に関する条例の一部を改正する条例
　※�三股町まち・ひと・しごと情報交流センター「あつ
まい」の利用体系の変更、利用時間及び用途の区分
並びに料金等を変更するための改正です。

●�三股町使用料及び手数料徴収条例の一部を改正する
条例
　※�三股町第5地区防災センターの施設の目的外使用、
並びに武道体育館の空調設備の使用料を徴収する
ための改正です。

●�特別職の職員で非常勤のものの報酬及び費用弁償に
関する条例の一部を改正する条例

　※�三股町空家等対策協議会委員を追加するための改
正です。

●三股町課設置条例の一部を改正する条例
　※�組織機構の見直しに伴い、ふるさと納税推進室が創
設されたことによる改正です。

●三股町国民健康保険税条例の一部を改正する条例
　※�健康保険法等の一部を改正する法律の施行に伴い、
令和4年4月1日から未就学児の均等割保険料の
軽減措置が講じられることによる改正です。

●三股町企業立地促進条例の一部を改正する条例
　※倉庫業の誘致を促進するための改正です。

●三股町消防団条例の一部を改正する条例
　※�女性消防団員枠が新設されたことによる団員定数
の改正です。

●�三股町第5地区防災センターの設置及び管理に関す
るする条例
　※�令和4年4月1日に開設する三股町第5地区防災
センターについて、設置及び管理に関し必要な事項
を定めるものです。

可
決

可
決

・国民健康保険特別会計�� �29億9,684万円
・後期高齢者医療保険特別会計�� �3億119万円
・介護保険特別会計�� �22億6,897万円
・介護保険サービス事業特別会計�� �1,462万円
・梶山地区農業集落排水事業特別会計�� �3,932万円
・宮村南部地区農業集落排水事業特別会計�� �3,822万円
・公共下水道事業�� �8億7,892万円
・水道事業(収益的収支)�� �4億3,309万円

特別会計予算 可
決

賛成多数

※楠原更三副議長が議長職を代行しました。
※上記以外の議案第2号～第17号、第22号～第29号、諮問第1号については、全会一致のため未記載としております。
※議案第30号「教育委員会教育長の任命について」は単記無記名による投票での結果となっております。（賛成4、反対6）
※議案第31号「教育委員会教育長の任命について」は全会一致で可決となっております。

※重久邦仁議長が今定例会中出席停止処分となりました。（P12〜15参照）

議案
番号 議案名 結

果

田
中　
光
子

堀
内　
和
義

新
坂　
哲
雄

楠
原　
更
三

福
田　
新
一

池
邉　
美
紀

堀
内　
義
郎

内
村 
立
吉

指
宿 
秋
廣

上
西　
祐
子

重
久　
邦
仁

山
中　
則
夫

18 令和４年度三股町一般会計予算 可決 ◯ ◯ ◯

議

長

◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ● 出

席

停

止

◯

19 令和４年度三股町国民健康保険特別会計予算 可決 ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ● ◯

20 令和４年度三股町後期高齢者医療保険特別会計予算 可決 ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ● ◯

21 令和４年度三股町介護保険特別会計予算 可決 ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ● ◯

30 教育委員会教育長の任命について 否決

○は賛成　●は反対　―は欠席　　※議長は可否同数の場合を除き、表決には加わりません。

第２回（令和４年３月）定例会 採決結果

歳入（億円）

歳出（億円）

町
税

23.3

議
会
費

0.8

総
務
費

17.6

民
生
費

52.8

衛
生
費

8.8

農
林
水
産
業
費

3.4

商
工
費

0.6

土
木
費

6.3

消
防
費

3.9

教
育
費

8.7

公
債
費

8

そ
の
他

2.5

14.9

繰
入
金
他

29.9

地
方
交
付
税

2.9

町
債

22.4

国
庫
支
出
金

12.3

県
支
出
金

7.7

地
方
譲
与
税
他

可
決
!!

113億
4千万円

令和4年度　�一般会計予算

石崎�敬三�氏�（再任）
【前任期間】

平成23年2月～平成26年3月

副町長

米丸�麻貴生�氏�（新任）

教育長

桒畑�実余子�氏�（再任）

人権擁護委員
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傍聴者数：延べ36名傍聴者数：延べ36名
ありがとうございました。ありがとうございました。

●  6p ～11pは一般質問のやりとりの中から 
質問した議員自らが抜粋した内容を 
掲載しています。

各常任委員会が下記日程で行われました各常任委員会が下記日程で行われました

三股町議会�第2回（令和4年3月）定例会�一般質問一覧

「常任委員会」は議案などを詳しく審査するための機関です。議員はいずれかの委員会に所属しています。

実施日 委員会（審査議案数）

3月11日（金）、14日（月）、15日（火） 総務産業常任委員会（13議案）　文教厚生常任委員会（9議案）

3月16日（水）、17日（木）、18日（金） 一般会計予算・決算常任委員会（5議案）

質問者 通告された質問事項 頁

楠原　更三 ①�ふるさと納税について ②�三股の魅力について 6p

池邉　美紀

①��消防団の後援会費、出動時
保険、団員数について

②��町証紙自販機の活用状況と、
公金管理運用について

③��ふるさと納税の状況と次年
度の方針について

④��元長田へき地保育所の遊具
について

⑤�町長の政治姿勢について
7p

堀内　和義

①��国民健康保険税の算定方法
について

②�震度計について

③��新型コロナ感染症対策として
町内の公共施設等における
空気清浄機の設置について

8p

上西　祐子
①��保育園・学校などでのコロナ
対策について

②�国保税について
③�気候危機への対応について 9p

田中　光子
①�配偶者暴力相談について
②�放課後デイについて

③��新型コロナワクチン追加接
種の実施状況について 10p

内村　立吉
①�町内の農用地について
②�水田利用について

③�ふるさと納税について
④�畜産について 11p

議員が町の事務の執行の状況や将来に対する考え方などの報告や
説明を町長などに求め、町が町民のために適切な町政運営を進め
ているかをチェックするものです。

一般質問とは

そこが聞きたい!そこが聞きたい!
一般質問

各委員会での審査過程でたくさんのことが議論されました。
各委員会での議案を紹介します。

一般会計予算・一般会計予算・
決算常任委員会決算常任委員会

文教厚生常任委員会文教厚生常任委員会

　公共下水道は、国庫からの補助金があって建設しています
が、公共下水道地域以外の所の新築は、補助金無しで個人が
全額負担し合併浄化槽を建設しています。
　これは、町民に不公平な負担システムであるため、町が運
営を直接する合併浄化の方法へ早急に切り替え、町民の公平
な下水処理をするべきだという意見がありました。

　第5部消防団詰所及び避難所や備蓄倉庫を備えた第
5地区の防災拠点となる施設が、令和4 年2月に完成
しました。
　Wi-Fi等の設備も完備される予定で、地域の避難はも
ちろん、様々な催しにも利用しやすい部屋の作りになっ
ているとのことでした。

環境水道課

「公共下水道と
合併浄化槽について」

　暑さ対策等のため、今回、空調設備が新設されまし
た。2027年国民スポーツ大会の銃剣道の会場に決定
しました。今後は、床の張り替えが予定されており、応
援席の設置箇所については検討中です。

三股町武道体育館第5地区防災センター

福祉課、高齢者支援課、町民保健課、教育委員会

女性団員枠を新たに設け、団員の定数を160名から170名に改めるもの。
審査の過程⇒『女性団員の職務内容を男性団員とは異なるものとし、それを消
防団規則の中に明記するように』。

第8号議案

「三股町消防団条例の一部を改正する条例」

総務産業常任委員会総務産業常任委員会 総務課、企画商工課、税務財政課、都市整備課、農業振興課、環
境水道課、会計課、議会事務局、選挙管理委員会、農業委員会
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消
防
団
の
出
動
時
保
険
・
後
援
会

消
防
団
の
出
動
時
保
険
・
後
援
会

費
・
団
員
数
に
つ
い
て

費
・
団
員
数
に
つ
い
て

Q
火
災
な
ど
一
刻
を
争
う
現
場
に

駆
け
つ
け
る
消
防
団
員
は
、
現

場
急
行
中
に
自
分
の
車
で
事
故
を
し
た

場
合
、
重
大
事
故
で
も
見
舞
金
は
現
在

最
大
10
万
円
に
限
ら
れ
て
い
ま
す
。
昨

年
、
そ
れ
に
特
化
し
た
保
険
が
出
ま
し

た
が
、
検
討
す
べ
き
で
は
な
い
で
し
ょ

う
か
？A

総
務
課
長

　

現
在
、
出
動
要
請
に
伴
う
マ
イ
カ
ー

事
故
で
は
、
自
動
車
等
損
害
見
舞
金
支

援
事
業
の
最
大
10
万
円
に
限
ら
れ
て
い

ま
す
。
新
た
な
保
険
の
活
用
で
消
防
団

員
の
安
心
安
全
を
担
保
し
、
団
員
加
入

の
促
進
に
も
つ
な
げ
て
い
き
た
い
で
す
。

Q
消
防
団
を
支
援
す
る
消
防
団
後

援
会
費
の
運
用
規
定
は
ど
う

な
っ
て
い
ま
す
か
？　

ま
た
、
地
区
に

よ
っ
て
後
援
会
費
に
ば
ら
つ
き
が
あ
り

ま
す
が
、
現
状
は
ど
う
な
っ
て
い
ま
す

か
？　

長
期
的
視
点
に
立
つ
と
、
過
疎

化
が
進
む
地
区
で
は
後
援
会
費
が
減
少

傾
向
と
な
り
ま
す
。
そ
こ
で
、
町
内
一

律
に
集
め
て
配
分
を
考
え
て
は
ど
う
で

し
ょ
う
か
？

A
町
長

　

後
援
会
費
は
各
地
区
で
自
主
的
に
運

用
さ
れ
て
お
り
、
運
用
規
定
は
あ
り
ま

せ
ん
。
行
政
は
、
徴
収
お
よ
び
使
途
に
つ

い
て
関
与
で
き
ま
せ
ん
。
後
援
会
費
の

あ
り
方
に
つ
い
て
は
、
自
治
公
民
館
や

消
防
団
と
の
話
し
合
い
が
必
要
で
あ
り
、

行
政
も
消
防
団
活
動
に
必
要
な
活
動
費

の
支
援
の
あ
り
方
に
つ
い
て
議
論
し
て

い
き
ま
す
。

Q
団
員
数
は
条
例
案
の
女
性
消
防

団
員
加
入
促
進
に
よ
り
、
定
数

増
と
な
り
ま
す
が
、
団
員
確
保
が
難
し

く
な
る
地
区
も
あ
り
ま
す
。
定
数
見
直

し
の
議
論
は
あ
り
ま
す
か
？

A
総
務
課
長

　

現
行
定
数
は
1
6
0
名
で
平
成
4
年

に
条
例
化
し
て
い
ま
す
。
近
年
、
消
防
団

員
数
の
適
正
化
に
つ
い
て
の
議
論
は
あ

り
ま
せ
ん
が
、
今
後
協
議
し
て
い
き
ま

す
。
ま
た
、
定
数
は
あ
く
ま
で
も
目
安
と

考
え
て
い
ま
す
。

公
金
運
用
の
現
状
に
つ
い
て

公
金
運
用
の
現
状
に
つ
い
て

Q
三
股
町
証
紙
券
売
機
の
活
用
状

況
と
効
果
に
つ
い
て
伺
い
ま
す
。

A
会
計
課
長

　

令
和
2
年
12
月
に
証
紙
券
売
機
を
設

置
以
降
、
89
％
が
券
売
機
、
11
％
が
窓
口

を
利
用
し
て
い
ま
す
。
窓
口
は
、
券
売
機

の
混
雑
時
と
、
高
額
紙
幣
で
の
利
用
者
に

対
し
対
応
し
て
い
ま
す
。

Q
日
本
銀
行
の
ゼ
ロ
金
利
政
策
で

預
金
利
子
は
少
な
い
状
況
で
す

が
、
公
金
運
用
の
現
状
を
教
え
て
く
だ

さ
い
。A

会
計
課
長

　

指
定
金
融
機
関
は
都
城
農
業
協
同
組

合
で
、
歳
計
現
金
・
歳
計
外
現
金
は
普

通
預
金
で
適
正
に
管
理
運
用
さ
れ
て
い

ま
す
。
基
金
等
に
つ
い
て
は
預
金
に
よ

る
運
用
を
基
本
と
し
て
い
ま
す
。
借
入

の
あ
る
と
こ
ろ
で
は
同
程
度
の
定
期
預

金
に
て
運
用
し
て
い
ま
す
。

長
田
地
区
に
あ
る
遊
具
に
つ
い
て

長
田
地
区
に
あ
る
遊
具
に
つ
い
て

Q
元
長
田
へ
き
地
保
育
所
の
敷
地

に
あ
る
遊
具
は
移
転
す
べ
き
で

は
な
い
で
し
ょ
う
か
？

A
福
祉
課
長

　

老
朽
化
し
た
ブ
ラ
ン
コ
な
ど
は
現
在

使
用
禁
止
と
し
て
お
り
、
計
画
的
に
撤
去

し
ま
す
。
平
成
24
年
設
置
の
大
型
複
合
遊

具
は
「
都
市
公
園
の
公
園
施
設
長
寿
命
化

計
画
」
に
よ
り
移
転
を
検
討
し
ま
す
。

総務課長

安心安全のために検討する

消防団の出動時保険をかけるべき

ふ
る
さ
と
納
税
に
つ
い
て

ふ
る
さ
と
納
税
に
つ
い
て

Q
自
主
財
源
の
少
な
い
自
治
体
に

と
っ
て
、
ふ
る
さ
と
納
税
に
も
っ

と
力
を
入
れ
る
べ
き
で
あ
る
こ
と
は
、
当

然
で
あ
る
と
思
い
ま
す
。
今
年
度
の
ふ
る

さ
と
納
税
は
、
前
年
度
の
結
果
を
挽
回
し

よ
う
と
し
て
新
し
い
取
り
組
み
を
始
め

た
わ
け
で
す
が
、
途
中
経
過
に
つ
い
て
伺

い
ま
す
。

A
町
長

　

2
月
と
3
月
の
寄
附
額
を
昨
年
並
み

と
す
る
と
、
目
標
額
の
1
億
５
千
万
円

を
上
回
る
も
の
と
予
想
さ
れ
ま
す
。

Q
プ
ラ
ス
に
な
っ
た
要
因
と
し
て

は
、
ど
の
よ
う
な
取
り
組
み
を

あ
げ
る
こ
と
が
で
き
ま
す
か
？　

ま
た
、

次
年
度
の
取
り
組
み
は
ど
う
な
っ
て
い

ま
す
か
？

A
企
画
商
工
課
長

　

１
番
の
要
因
は
専
任
職
員
を
置
い
た

こ
と
だ
と
思
い
ま
す
。
次
年
度
は
、
さ
ら

な
る
強
化
と
充
実
を
図
り
、
目
標
額
を

３
億
円
と
し
ま
す
。
主
な
取
り
組
み
は

次
の
通
り
で
す
。

①��

３
名
体
制
の
「
ふ
る
さ
と
納
税
推
進

室
」
の
設
置

②��

返
礼
品
の
充
実
～
「
ふ
る
さ
と
納
税

応
援
事
業
者
の
開
拓
」・
魅
力
的
な

返
礼
品
の
開
発

③��

情
報
発
信
力
の
強
化

④�

企
業
版
ふ
る
さ
と
納
税
の
推
進

Q
ふ
る
さ
と
納
税
応
援
事
業
者
の

募
集
は
ど
の
よ
う
に
行
っ
て
い

ま
す
か
？

A
企
画
商
工
課
長

　

現
在
、
公
募
は
行
っ
て
い
ま
せ
ん
が
、

返
礼
品
を
増
や
す
取
り
組
み
と
し
て
は
、

重
要
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
の
で
、
次
年

度
は
実
施
し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

町
の
観
光
情
報
に
つ
い
て

町
の
観
光
情
報
に
つ
い
て

Q
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
上
の
観
光
情
報

は
、
誕
生
間
も
な
い
と
い
う
こ
と

で
、
内
容
に
つ
い
て
検
討
す
る
時
期
で
も

あ
る
と
思
い
ま
す
が
、
更
新
や
充
実
は
ど

の
よ
う
に
し
て
行
わ
れ
て
い
ま
す
か
？

A
企
画
商
工
課
長

　

実
態
と
合
わ
な
い
よ
う
な
所
が
あ
れ

ば
内
容
を
確
認
し
、
修
正
し
て
い
き
ま

す
。
ま
た
、
文
化
・
史
跡
に
つ
い
て
は
、

教
育
委
員
会
と
連
携
し
、
内
容
の
充
実

に
努
め
た
い
と
思
い
ま
す
。

Q
町
内
の
観
光
案
内
に
二
次
元

コ
ー
ド
を
活
用
す
る
こ
と
で
、

観
光
案
内
が
容
易
に
な
る
と
思
い
ま
す

が
、
現
在
あ
る
看
板
や
標
柱
に
二
次
元

コ
ー
ド
を
貼
付
で
き
ま
せ
ん
か
？

A
企
画
商
工
課
長

　

年
度
内
に
、
長
田
峡
な
ど
町
内
の
い

く
つ
か
の
観
光
看
板
に
二
次
元
コ
ー
ド

を
貼
り
付
け
た
い
と
思
い
ま
す
。
そ
こ

か
ら
町
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
誘
導
し
、

情
報
が
得
ら
れ
る
よ
う
に
し
た
い
と
思

い
ま
す
。
史
跡
等
に
つ
い
て
は
、
費
用
と

時
間
を
要
し
ま
す
の
で
、
関
係
課
と
協

議
し
て
検
討
し
て
い
き
ま
す
。

ハ
ー
ト
型
の
町
生
誕

ハ
ー
ト
型
の
町
生
誕
1
5
0

1
5
0
周周

年
事
業
に
つ
い
て

年
事
業
に
つ
い
て

Q
ハ
ー
ト
型
の
町
生
誕
1
5
0
年

地
域
活
動
支
援
事
業
が
計
画
さ

れ
て
い
ま
す
が
、
ど
の
よ
う
な
事
業
で

す
か
？A

企
画
商
工
課
長

　

本
事
業
は
、
町
の
地
形
が
ハ
ー
ト
の

形
に
な
っ
て
1
5
0
周
年
で
あ
る
こ
と

を
広
く
Ｐ
Ｒ
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て

い
ま
す
。
取
り
組
み
の
例
と
し
て
は
、
町

の
歴
史
を
学
ぶ
学
習
会
や
史
跡
巡
り
、

郷
土
料
理
の
普
及
を
目
的
と
し
た
調
理

教
室
の
開
催
な
ど
い
ろ
い
ろ
と
考
え
ら

れ
ま
す
。
事
業
内
容
に
つ
い
て
は
、
新
年

度
の
で
き
る
だ
け
早
い
時
期
に
示
す
こ

と
と
し
ま
す
。

目標額を上回る模様

ふるさと納税の現況は

そこが聞きたい!�そこが聞きたい!�楠楠
くすくす

原原
はらはら

更更
こうこう

三三
ぞうぞう

議員議員一般質問

町長

そこが聞きたい!�そこが聞きたい!�池池
いけいけ

邉邉
べべ

美美
よしよし

紀紀
のりのり

議員議員一般質問
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り
の
医
療
費
は
、
39
万
8
千
5
5
5
円
で
県

平
均
と
ほ
ぼ
同
じ
額
と
な
っ
て
い
ま
す
。

庁
舎
に
あ
る
震
度
計
に
つ
い
て

庁
舎
に
あ
る
震
度
計
に
つ
い
て

Q 

令
和
4
年
1
月
22
日
に
発
生
し

た
日
向
灘
地
震
に
お
い
て
、
震

度
計
不
具
合
に
よ
る
シ
ス
テ
ム
エ
ラ
ー

が
発
生
し
て
、
運
用
停
止
中
と
聞
き
ま
し

た
が
、
原
因
究
明
は
で
き
た
の
で
す
か
？

A
総
務
課
長

　

県
消
防
保
安
課
に
よ
る
と
「
三
股
町

は
シ
ス
テ
ム
エ
ラ
ー
が
発
生
し
、
県
の

サ
ー
バ
ー
が
デ
ー
タ
を
受
信
で
き
ず
、

気
象
庁
に
送
れ
な
か
っ
た
」
こ
と
を
原

因
と
し
て
、
調
査
を
継
続
中
と
し
な
が

ら
も
年
度
内
に
は
対
応
す
る
と
の
回
答

を
得
て
い
ま
す
。

Q
震
度
計
の
設
置
場
所
及
び
管
理

は
ど
こ
が
行
う
の
で
す
か
？

A
総
務
課
長

　

本
庁
舎
北
側
の
高
圧
変
電
所
横
に
設

置
し
て
あ
り
ま
す
。
震
度
計
、
震
度
情
報

処
理
シ
ス
テ
ム
、
震
度
表
示
板
等
の
器

具
機
材
の
保
守
・
監
理
は
、
県
消
防
保

安
課
の
所
管
と
な
っ
て
い
ま
す
。

Q
感
染
者
が
確
認
さ
れ
た
場
合
の
対

応
は
ど
う
な
っ
て
い
ま
す
か
？

A
町
民
保
健
課
長

　

保
健
所
に
よ
る
積
極
的
疫
学
調
査
が

行
わ
れ
、
濃
厚
接
触
者
を
特
定
し
て
速

や
か
に
行
政
検
査
に
つ
な
い
で
い
ま
す
。

し
か
し
、
第
６
波
で
は
新
規
感
染
者
の

増
加
に
伴
い
、
県
か
ら
の
要
請
で
１
月

中
旬
か
ら
町
の
看
護
師
、
保
健
師
が
疫

学
調
査
の
支
援
を
行
な
っ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
10
歳
代
、
10
歳
未
満
の
感
染

者
も
増
え
て
い
る
の
で
、
1
月
末
よ
り

保
護
者
へ
濃
厚
接
触
者
を
特
定
す
る
た

め
の
学
校
調
査
を
町
教
育
委
員
会
で
行

な
っ
て
い
ま
す
。

Q
自
宅
療
養
者
、
濃
厚
接
触
者
家

庭
へ
の
支
援
は
ど
う
な
っ
て
い

ま
す
か
？

A
町
民
保
健
課
長

　

自
宅
療
養
者
の
生
活
支
援
に
つ
い
て

は
、
市
町
村
の
協
力
も
必
要
で
す
が
、
プ

ラ
イ
バ
シ
ー
の
保
護
と
公
衆
衛
生
上
の

必
要
性
を
衡
量
し
て
判
断
す
る
必
要
が

あ
り
ま
す
。

　

現
在
、
県
の
取
り
組
み
と
し
て
、
自
宅

療
養
者
へ
は
食
料
品
や
日
用
品
10
日
分

の
生
活
支
援
セ
ッ
ト
の
配
布
と
、
訪
問

看
護
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
の
看
護
師
に
よ
る

健
康
観
察
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

保
育
園
・
学
校
な
ど
で
の
コ
ロ

保
育
園
・
学
校
な
ど
で
の
コ
ロ

ナ
対
策
に
つ
い
て

ナ
対
策
に
つ
い
て

Q
今
回
の
オ
ミ
ク
ロ
ン
株
は
感
染

力
が
非
常
に
強
く
、
子
ど
も
た

ち
の
陽
性
者
が
多
く
発
生
し
ま
し
た
が
、

保
育
園
等
の
状
況
等
を
伺
い
ま
す
。

A
町
長

　

１
月
以
降
の
第
６
波
に
よ
る
町
内
の

保
育
園
・
認
定
子
ど
も
園
の
閉
鎖
等
に
つ

い
て
は
、
６
つ
の
園
に
お
い
て
延
べ
23
日

と
な
っ
て
い
ま
す
。
内
訳
と
し
て
は
、
ク

ラ
ス
単
位
で
一
部
閉
鎖
が
３
日
、
園
を
完

全
に
閉
鎖
が
20
日
で
し
た
。（
３
月
４
日

現
在
）Q

小
中
学
校
の
状
況
を
伺
い
ま
す
。

A
教
育
長

　

１
月
以
降
の
第
６
波
に
よ
る
町
内
の

小
・
中
学
校
の
学
級
閉
鎖
等
に
つ
い
て

は
、
４
つ
の
小
・
中
学
校
に
お
い
て
延

べ
56
日
と
な
っ
て
い
ま
す
。
内
訳
と
し

て
は
、
学
級
閉
鎖
が
32
日
、
学
年
閉
鎖
が

18
日
、
学
校
閉
鎖
が
６
日
で
し
た
。（
３

月
７
日
現
在
）

Q
学
校
関
係
者
の
対
応
は
ど
う

な
っ
て
い
ま
す
か
？

A
教
育
長

　

児
童
生
徒
か
ら
感
染
者
が
出
た
場

合
、
学
校
と
保
健
所
、
教
育
委
員
会
が

連
携
し
て
迅
速
に
対
応
し
て
い
く
必
要

が
あ
り
、
教
職
員
に
も
多
忙
な
中
、
よ

く
対
応
し
て
も
ら
っ
て
い
ま
す
。

　

学
校
に
は
名
簿
等
の
必
要
書
類
の
準

備
を
お
願
い
し
て
お
り
ま
す
が
、
保
健

所
と
の
や
り
と
り
や
保
護
者
へ
の
聞
き

取
り
に
つ
い
て
は
、
可
能
な
限
り
教
育

委
員
会
が
行
い
、
ど
の
よ
う
に
対
応
す

る
か
学
校
に
伝
え
て
い
ま
す
。

Q
学
校
へ
の
支
援
体
制
は
ど
う

な
っ
て
い
ま
す
か
？

A
教
育
長

　

消
毒
作
業
に
つ
い
て
は
、
保
健
所
の
指

導
の
も
と
各
学
校
で
行
っ
て
い
ま
す
が
、

教
員
業
務
支
援
員
に
従
事
し
て
も
ら
い
、

教
職
員
の
負
担
が
重
く
な
ら
な
い
よ
う

工
夫
し
な
が
ら
対
応
し
て
い
ま
す
。

　

感
染
リ
ス
ク
の
高
い
学
習
活
動
、
た

と
え
ば
、
近
距
離
で
の
グ
ル
ー
プ
ワ
ー

ク
や
音
楽
の
合
唱
活
動
な
ど
は
行
わ
な

い
よ
う
に
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
参
観
日
、
社
会
科
見
学
な
ど

の
行
事
に
つ
い
て
は
、
延
期
・
中
止
・

代
替
活
動
を
検
討
す
る
よ
う
通
知
し
て

い
ま
す
。

町長

保育園での閉鎖が6つあった

児童生徒に対するコロナ対策は

国
民
健
康
保
険
税
の
算
定
方
法
に

国
民
健
康
保
険
税
の
算
定
方
法
に

つ
い
て

つ
い
て

Q
国
民
健
康
保
険
税
の
算
定
方
法

が
所
得
割
・
資
産
割
・
均
等
割
・

平
等
割
の
４
方
式
と
な
っ
て
い
ま
す
が
、

資
産
割
を
廃
止
し
て
３
方
式
に
変
更
で

き
ま
せ
ん
か
？

A
町
長

　

国
民
健
康
保
険
税
の
税
額
は
所
得
割
・

資
産
割
・
均
等
割
・
平
等
割
の
４
つ
の
税

率
・
税
額
を
も
と
に
計
算
し
て
い
ま
す
。

　

現
在
、
県
内
で
４
方
式
を
採
用
し
て
い
る

市
町
村
は
、
26
市
町
村
中
19
市
町
村
で
す
。

　

令
和
４
年
度
か
ら
保
険
税
水
準
の
県
内

統
一
に
向
け
て
の
議
論
が
始
ま
る
予
定
と

な
っ
て
い
ま
す
の
で
検
討
し
て
い
き
ま
す
。

Q
県
内
26
市
町
村
に
お
け
る
本
町

の
保
険
税
率
は
高
い
の
か
低
い

の
か
伺
い
ま
す
。

A
町
民
保
健
課
長

　

令
和
３
年
度
は
、
26
市
町
村
の
中
間

で
あ
り
、
一
人
当
た
り
の
調
定
額
は

10
万
7
千
4
9
1
円
で
、
県
平
均
と
ほ
ぼ

同
じ
金
額
と
な
っ
て
い
ま
す
。

Q
町
民
一
人
当
た
り
の
医
療
費
は

ど
れ
く
ら
い
に
な
り
ま
す
か
？

A
町
民
保
健
課
長

　

令
和
２
年
３
月
か
ら
一
年
間
の
一
人
当
た

Q 

緊
急
時
に
お
い
て
デ
ー
タ
欠
損

を
防
ぐ
に
は
、
複
数
の
震
度
計

設
置
が
必
要
と
思
わ
れ
ま
す
が
、
増
設

の
計
画
は
な
い
の
で
す
か
？

A
総
務
課
長

　

事
故
原
因
の
早
急
な
究
明
と
震
度
計
の

複
数
設
置
案
を
含
む
補
助
的
対
策
に
つ
い

て
、
県
と
の
協
議
を
交
え
な
が
ら
強
く
要

望
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

公
共
施
設
の
空
気
清
浄
機
設
置
に

公
共
施
設
の
空
気
清
浄
機
設
置
に

つ
い
て

つ
い
て

Q 

新
型
コ
ロ
ナ
感
染
症
対
策
と
し

て
、
公
共
施
設
内
に
空
気
清
浄

機
の
設
置
は
で
き
ま
せ
ん
か
？

A
企
画
商
工
課
長

　

公
共
施
設
に
お
け
る
感
染
防
止
対
策
の

一
環
と
し
て
、
除
菌
機
能
を
備
え
た
空
気

清
浄
機
に
つ
い
て
は
設
置
場
所
を
選
定
し

た
上
で
導
入
す
る
こ
と
に
し
ま
し
た
。

Q 

庁
舎
内
の
窓
口
業
務
、
会
議
室
、

高
齢
者
等
が
利
用
す
る
施
設
に

は
、
空
気
清
浄
機
の
設
置
は
で
き
ま
せ

ん
か
？A

企
画
商
工
課
長

　

必
要
性
を
十
分
踏
ま
え
て
、
設
置
場

所
を
選
定
し
、
導
入
す
る
こ
と
に
し
ま

し
た
。

町長

県内統一の議論の中で検討する

国民健康保険税の算定方法は

そこが聞きたい!�そこが聞きたい!�上上
かみかみ

西西
にしにし

祐祐
ゆうゆう

子子
ここ

議員議員一般質問 そこが聞きたい!�そこが聞きたい!�堀堀
ほりほり

内内
うちうち

和和
かずかず

義義
よしよし

議員議員一般質問
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町
内
の
農
用
地
に
つ
い
て

町
内
の
農
用
地
に
つ
い
て

Q
町
内
の
農
地
、
非
耕
作
地
、
荒
廃
農

地
、
相
続
未
登
記
の
農
地
の
面
積
、

筆
数
は
ど
の
よ
う
に
な
っ
て
い
ま
す
か
？

A
農
業
振
興
課
長

　

本
町
の
農
業
振
興
地
域
内
の
農
地
は

１
５
６
６
１
筆
の
約
１
３
５
７
ha
で
、

う
ち
34
筆
の
1
・
９
ha
が
荒
廃
農
地
と

な
っ
て
い
ま
す
。
相
続
未
登
記
の
面
積
・

筆
数
は
２
３
２
２
筆
・
１
８
９
ha
で
、

前
回
調
査
の
平
成
28
年
４
月
時
点
よ
り

筆
数
２
５
８
筆
、
面
積
12�

ha
増
加
し
て

い
ま
す
。

Q
非
耕
作
地
と
し
て
の
判
断
、
相

続
未
登
記
の
農
地
の
判
断
は
、

ど
の
よ
う
に
さ
れ
て
い
る
の
で
す
か
？

A
農
業
振
興
課
長

　

非
耕
作
地
の
判
断
は
、
農
業
委
員
や

農
地
利
用
最
適
化
推
進
委
員
が
一
斉
パ

ト
ロ
ー
ル
で
農
地
利
用
状
況
を
確
認
し
、

判
定
し
て
い
ま
す
。
相
続
未
登
記
の
農

地
に
つ
い
て
は
、
判
断
要
因
と
し
て
所

有
者
が
死
亡
し
、
相
続
人
に
よ
る
登
記

移
転
が
さ
れ
て
い
な
い
農
地
を
未
相
続

農
地
と
し
て
い
ま
す
。

Q
非
耕
作
地
、
相
続
未
登
記
の
農

地
の
管
理
に
つ
い
て
は
ど
う

な
っ
て
い
ま
す
か
？

A
農
業
振
興
課
長

　

相
続
未
登
記
の
農
地
に
つ
い
て
は
、

農
業
委
員
会
に
お
い
て
農
地
の
管
理
依

頼
を
行
な
っ
て
い
ま
す
。
相
続
人
が
不

明
、
相
続
放
棄
さ
れ
て
い
る
農
地
に
つ

い
て
は
、
県
、
土
地
改
良
区
関
係
と
も
協

力
し
、
所
有
者
不
明
農
地
解
消
手
続
き

を
進
め
て
い
き
ま
す
。

水
田
利
用
に
つ
い
て

水
田
利
用
に
つ
い
て

Q
水
田
の
利
用
に
つ
い
て
、
食
料

用
米
生
産
や
、
転
作
の
状
況
は

ど
う
な
っ
て
い
ま
す
か
？

A
農
業
振
興
課
長

　

食
料
用
米
に
つ
い
て
は
３
１
２
ha
で
あ

り
、
前
年
度
に
比
べ
10�

ha
少
な
い
状
況
で

す
。
転
作
の
状
況
に
つ
い
て
は
、
2
3
0
・

２
ha
で
あ
り
、
飼
料
用
米
な
ど
の
飼
料
用

作
物
、
か
ん
し
ょ
、
大
豆
、
さ
と
い
も
が

主
な
作
物
の
植
え
付
け
状
況
と
な
っ
て
い

ま
す
。

ふ
る
さ
と
納
税
に
つ
い
て

ふ
る
さ
と
納
税
に
つ
い
て

Q
ふ
る
さ
と
納
税
の
返
礼
品
3
割

以
下
の
基
準
、
地
場
産
品
基
準
、

行
政
と
事
業
者
と
の
信
頼
関
係
な
ど
、

こ
の
制
度
の
運
用
に
問
題
は
あ
り
ま
せ

ん
か
？

A
企
画
商
工
課
長

　

本
町
は
こ
れ
ら
の
基
準
を
満
た
し
て

お
り
、
こ
の
制
度
の
運
用
に
問
題
は
あ

り
ま
せ
ん
。

畜
産
に
つ
い
て

畜
産
に
つ
い
て

Q
第
12
回
全
国
和
牛
能
力
共
進
会

鹿
児
島
大
会
へ
の
本
町
出
品
牛

に
つ
い
て
伺
い
ま
す
。

A
農
業
振
興
課
長

　

本
町
か
ら
の
出
品
牛
若
雌
、
種
牛
が

該
当
す
る
出
品
区
は
、
検
査
・
指
導
を

行
い
、
候
補
牛
選
定
に
あ
た
り
ま
す
。
肉

牛
の
出
品
区
に
本
町
出
品
牛
が
都
城
地

区
最
終
審
査（
7
月
）に
残
っ
て
い
ま
す
。

Q
肉
牛
の
部
に
本
町
出
品
牛
が
候

補
牛
と
し
て
選
出
さ
れ
て
お
り
、

本
町
を
ア
ピ
ー
ル
す
る
良
い
機
会
だ
と

思
い
ま
す
が
、
い
か
が
で
し
ょ
う
か
？

A
町
長

　

本
町
か
ら
候
補
牛
が
挙
が
っ
て
い
る
中
、

農
業
振
興
課
畜
産
振
興
係
が
バ
ッ
ク
ア
ッ

プ
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
今
年
10
月
に
開

催
さ
れ
る
第
12
回
全
国
和
牛
能
力
共
進
会

鹿
児
島
大
会
に
出
品
で
き
る
よ
う
、
そ
し
て

入
賞
で
き
る
よ
う
頑
張
っ
て
い
き
ま
す
。

町長

平成28年4月時点より増加

相続未登記の農地の状況は

配
偶
者
暴
力
の
防
止
及
び
被
害
者

配
偶
者
暴
力
の
防
止
及
び
被
害
者

へ
の
施
策
に
つ
い
て

へ
の
施
策
に
つ
い
て

Q
配
偶
者
か
ら
の
暴
力
は
、
犯
罪
と

な
る
行
為
、
重
大
な
人
権
侵
害
で

あ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
被
害
者
の
救
済

が
十
分
に
行
わ
れ
て
い
ま
せ
ん
。
本
町
で

の
施
策
は
ど
う
な
っ
て
い
ま
す
か
？

A
町
長

　

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム
を
作
っ
て
被

害
者
に
寄
り
添
っ
て
い
く
取
り
組
み
が

必
要
と
考
え
ま
す
。

A
総
務
課
長

　

無
料
法
律
相
談
や
法
テ
ラ
ス
へ
の
相

談
、
県
の
男
女
共
同
参
画
セ
ン
タ
ー
や

女
性
相
談
所
、
三
股
町
福
祉
・
消
費
生

活
相
談
セ
ン
タ
ー
内
に
あ
る
女
性
相
談

所
へ
つ
な
ぎ
、
助
言
・
指
導
を
仰
ぐ
こ

と
や
状
況
に
応
じ
て
保
護
施
設
で
の
措

置
を
行
っ
て
い
ま
す
。

Q
基
本
情
報
の
提
供
、
緊
急
時
に

お
け
る
安
全
の
確
保
は
ど
の
よ

う
に
行
わ
れ
て
い
ま
す
か
？

A
総
務
課
長

　

相
談
内
容
に
応
じ
て
関
係
部
署
と
の

連
携
や
警
察
署
か
ら
の
情
報
提
供
に
よ

り
基
本
情
報
の
収
集
、
提
供
を
行
な
っ

て
い
ま
す
。
緊
急
時
は
県
関
係
機
関
と

も
連
携
し
、
指
示
・
助
言
を
仰
い
で
対

処
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

Q
被
害
者
は
精
神
的
に
も
身
体
的

に
も
疲
れ
果
て
て
い
る
に
も
関

わ
ら
ず
、
複
数
の
窓
口
を
回
る
こ
と
に

な
る
の
で
、
ワ
ン
ス
ト
ッ
プ
窓
口
の
設

置
は
で
き
な
い
で
し
ょ
う
か
？

A
総
務
課
長

　

一
部
署
で
の
対
応
は
困
難
で
あ
り
、

各
部
署
が
意
識
を
共
有
し
た
連
携
体
制

の
整
備
が
必
要
で
あ
り
ま
す
。

新
型
コ
ロ
ナ
ワ
ク
チ
ン
追
加
接
種

新
型
コ
ロ
ナ
ワ
ク
チ
ン
追
加
接
種

の
実
施
状
況
に
つ
い
て

の
実
施
状
況
に
つ
い
て

Q
今
ま
で
１
回
も
接
種
し
て
い
な

い
人
へ
の
対
応
は
ど
う
な
っ
て

い
ま
す
か
？

A
町
民
保
健
課
長

　

コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー
へ
相
談
し
て
い
た

だ
き
、
個
別
接
種
が
で
き
る
医
療
機
関
を

案
内
し
て
い
ま
す
。

Q
小
児
へ
の
ワ
ク
チ
ン
接
種
対
応

は
ど
う
な
っ
て
い
ま
す
か
？

A
町
民
保
健
課
長

　

コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー
で
、
子
ど
も
専
用
ダ

イ
ヤ
ル
を
設
け
、
予
約
や
相
談
に
対
応
し

て
い
ま
す
。

放
課
後
等
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
に

放
課
後
等
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
に

つ
い
て

つ
い
て

Q
集
団
生
活
の
中
で
の
成
長
を
支

援
で
き
る
よ
う
、
※

放
課
後
等
デ

イ
サ
ー
ビ
ス
と
※

放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ

を
併
用
し
た
い
人
の
た
め
に
、
利
用
料

の
減
額
は
で
き
な
い
で
し
ょ
う
か
？

A
福
祉
課
長

　

併
用
す
る
と
き
の
利
用
料
の
減
額
に
つ

い
て
は
、
効
果
の
検
証
や
今
後
の
併
用
状

況
の
推
移
、
及
び
制
度
に
対
す
る
国
の
動

き
を
注
視
し
な
が
ら
慎
重
に
検
討
し
た
い

と
思
い
ま
す
。

プロジェクトチームで支援する

配偶者暴力の支援体制は

そこが聞きたい!�そこが聞きたい!�内内
うちうち

村村
むらむら

立立
たつたつ

吉吉
よしよし

議員議員一般質問

※ 

放
課
後
等
デ
イ
サ
ー
ビ
ス

支
援
が
必
要
な
就
学
中
の
児
童
生
徒
（
6
歳

～
18
歳
）
を
対
象
に
し
て
、
放
課
後
や
夏
休
み

等
の
学
校
休
業
日
に
、
日
常
生
活
に
お
け
る

基
本
動
作
の
指
導
と
集
団
生
活
に
適
応
し
て

い
く
た
め
の
支
援
等
を
行
い
ま
す
。

※ 

放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ

労
働
等
に
よ
り
昼
間
、
保
護
者
が
不
在
と
な
る

家
庭
の
小
学
生
を
対
象
に
し
て
、
放
課
後
や
夏

休
み
等
の
学
校
休
業
日
に
、
適
切
な
遊
び
と
生

活
の
場
の
提
供
・
支
援
等
を
行
い
ま
す
。

そこが聞きたい!�そこが聞きたい!�田田
たた

中中
なかなか

光光
みつみつ

子子
ここ

議員議員一般質問

町長



令和4年2月9日に今回の件について、知事による審決が行
われましたので、審決の概要を記者発表資料に基づいて報
告します。

この審決を受け特別委員会で、今後の議会のあり方について協議
を続けてまいりましたが、その際に重久議長に問題となる言動が
複数回みられました。

①特別委員会のあり方等に対して、重久議長の理解を得られず紛糾する。
②審決書を精査した。（町HP＞三股町議会参照）
③重久議長に発言を求めるも、ノーコメントとの発言。
　当日夕刻、弁護士を伴った記者会見が行われた。

「今後、融和を図っていく」という発言などについての質問に対して、「弁護士と
相談して」との発言を繰り返す。
議長として議会の正常化に対する意見はなし。

委員会の開催場所をめぐって、議会事務局職員に対して重久
議長がパワハラを行う。また、副町長に対しても、威圧的な態
度をとる。結果として委員会開催を約1時間50分遅らせた。

第14回特別委員会（全員協議会室）
「審決書の精査」

第15回特別委員会（全員協議会室）
「記者会見内容についての協議」

第16回特別委員会（本会議場）
「今後の議会対応についての協議」

審決の概要
下記主文のとおり審決した。
①主文
　処分庁(三股町議会)が令和３年5月13日に申請人
（重久邦仁氏）に対して行った本件処分を取り消す。
②理由
　懲罰事由に当たるとした申請人の各行為には、一
定の悪質性が認められるものの、有権者の投票に
よって与えられた議員としての地位を喪失させる
べき程度にまで、極めて悪質であるということは
できず、除名の懲罰を科すことは重きに失する。

　よって、本件処分は議会の自律権に基づく裁量権
を逸脱又は濫用したものであって違法であり、取
り消しを免れない。

懲罰動議の
対象事案

▲懲罰特別委員会での聞き取り風景

　
昨
年
６
月
15
日
発
行
の
「
み

ま
た
ん
ぎ
か
い
」
号
外
で
三
股

町
議
会
の
混
乱
に
つ
い
て
、
詳

細
に
報
告
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま

し
た
。

　
そ
の
後
の
議
会
の
対
応
に
つ

い
て
は
、
議
会
正
常
化
調
査
特

別
委
員
会(

以
下
、
特
別
委
員

会)

で
協
議
を
重
ね
て
き
て
お

り
、
議
会
だ
よ
り
で
報
告
さ
せ

て
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
が
、

県
知
事
に
よ
る
審
決
後
に
再
び

町
議
会
の
混
乱
が
マ
ス
コ
ミ
等

で
取
り
上
げ
ら
れ
ま
し
た
。
こ

の
件
に
つ
き
ま
し
て
の
町
議
会

の
動
き
を
皆
様
に
ご
報
告
い
た

し
ま
す
。 県

知
事
に
よ
る
審
決
後
の

町
議
会
の
動
き

県
知
事
に
よ
る
審
決
後
の

町
議
会
の
動
き

2月9日 審決内容

特集
三股町議会

審決後の特別委員会の動き

2月15日

2月18日

2月21日
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2月9日の県の審決により、重久邦仁氏は議長に復帰し
ましたが、以前に増して議会軽視や議長としての資質に
欠ける言動が数多く見受けられるようになりました。
そこで３月7日に重久議長に出席停止の懲罰が下された
のを受けて議長不信任案が提出され、昨年5月11日に続
いて再び全会一致で可決されました。

重久議長と他の全議員との議会運営に対する見解の隔たりが大きく、スムーズな
議会運営ができなくなっています。
そこで、議員自ら責任をとるために6月議会後に自主解散し、今年9月の町長選
と同時選挙を実施する特別決議が、重久議長を除く全議員の連署で提案された
上、全会一致で可決されました。　［参照］地方公共団体の議会の解散に関する特例法
同時選挙を行うことで、選挙に関する経費が約700万円削減され、この効果が今
後とも続くことになります。
また、同時選挙実施を早期に周知することが、町議選への立候補を考えられてい
る方々に不利にならないようにはたらくと考えられます。

※今回の選挙から、選挙運動費用が一部公費負担となります。詳細につきましては、町選挙管理委員会にお
尋ねください。

再度の議長不信任案が可決

今年9月の町長選と同日に町議選が行われることになります今年9月の町長選と同日に町議選が行われることになります

① 職員へのパワーハラスメント
② 副町長名でのパワハラ申入書の受け取り拒否
③ 3月 1日、本会議の進行を故意に長時間遅延させたこと
④ 3月 3日、本会議への正当な理由なき欠席

3月議会で5つの懲罰動議（下記懲罰動議参照）が提出され成立し、懲罰特別委員会にお
いて5件とも各法令に抵触していることが確認されたため、3月議会中の７日から22日
までの16日間の出席停止の処分が決定しました。
なお、もう1件については、継続審議となりました。

③［3月1日］　重久議長に対する
懲罰動議が成立した後、本会
議再開を約２時間半拒否し続
けたこと

④［3月3日］　本会議への正当な
理由のない欠席をしたこと

不信任理由

⑤［3月4日］　本会議開催中、正
当な理由のない突然の出張を
したこと

◆3月7日から3月22日までを出席停止とする。
◆三股町議会ハラスメント根絶条例第 6 条の規定（ハラスメントを行った議員の氏名の
公表）により、※町のホームページ及び議会だよりで、氏名の公表を行う。
　※4月13日に公表しました。

◀懲罰事案に対する緊急提案

▲特別委員長に詰め寄る議長

▲議長不信任案に対して全会一致で可決

▲懲罰特別委員会

▲出席停止処分の言い渡し

▼出席停止処分に対して全会
一致で可決

▼懲罰事案に対して全会一致
で可決

懲罰動議の主な内容

①［2月21日］　第16回特別委員
会時の議会事務局職員及び副
町長に対する姿勢が、パワハラ
根絶条例違反と判断される

②［2月25日］　重久議長宛に副
町長より「重久議長の議会事
務局職員に対するパワーハラ
スメント防止についての申入
書」が提出されたが、重久議長
が受け取りを拒否したこと

3月7日 懲罰特別委員会の報告

3月22日 特別決議自主解散決議内容
※

重久議長に対する懲罰動議の提出・成立

3月1日 提出

3月3日 提出

3月7日 提出
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　一人一台タブレットが配付さ
れ、ＩＣＴを活用した学習が各教科で積極的に行われています。
　また、全校集会や研修会等をオンラインで行い、児童だけでなく、教
員も積極的にＩＣＴ活用することで、学習活動の充実につなげています。
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三股町議会だより

みまたんぎかい
よい人、よい町、よい政治。議員が編集した手づくり広報紙

花と緑と水の町三股町

様々な風景と桜による
美しい共演を楽しめるのは
上米公園ならではね♪

　宮村小学校は、今年146年目の歴史ある
学校です。三股町の中心部から南に向かっ
た小高い所にあり、校庭から霧島連山や都
城市の街並がきれいに見えます。日々、「元
気」「やる気」「根気」の三つの気「みやむらの

木」を育て、「思いやり一杯」「笑顔一杯」の学
校を目指しています。また、地域の高齢者の
方とグラウンドゴルフをしたり、遠足で史跡
となる日州寺柱番所に行ったりしながら、ふ
るさと教育を行っています。

み
ま
た
ん
学
校
紹
介

1人1人が輝いて、みんな大好き、
笑顔と魅力あふれる学校

わが校のココがポイント！！

三
股
町
に
あ
る
小
中
学
校
の
１
校
に
ス
ポ
ッ
ト
を
あ
て
、タ
ブ
レ
ッ
ト
導
入
に
よ
る
学
習
の

成
果
や
、独
自
の
教
育
や
取
り
組
み
な
ど
、各
校
の
特
色
を
ご
紹
介
し
ま
す
。
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▼
五
本
松
団
地
跡
地
に
、新
た
に
計
画
さ

れ
て
い
る
大
型
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
、行
政

の
負
担
と
リ
ス
ク
が
大
変
大
き
い
と
感

じ
て
い
ま
す
。今
後
、国
は
財
政
支
出
の

大
幅
な
引
き
締
め
が
予
想
さ
れ
て
、財
政

規
模
の
小
さ
な
本
町
は
先
行
き
が
不
安

で
な
り
ま
せ
ん
。

▼
今
回
の
町
議
会
の
混
乱
で
、町
民
の
皆

様
に
多
大
な
ご
心
配
や
ご
迷
惑
を
か
け

た
こ
と
を
お
詫
び
申
し
上
げ
ま
す
。町
議

会
議
員
選
挙
を
町
長
選
挙
と
同
時
に
行

う
こ
と
で
し
か
こ
の
混
乱
は
収
拾
で
き

ま
せ
ん
で
し
た
。

▼
９
月
に
新
た
に
選
ば
れ
る
議
員
に
、今

後
の
議
会
運
営
を
託
し
、町
長
と
町
民
に

対
し
て
の
善
政
を
競
っ
て
も
ら
い
た
い

と
思
っ
て
い
ま
す
。

（
指
宿
）

タブレット導入後の変化 　本校では、昭和24年から「宮村小こども郵便局」
に全校児童で取り組んでいます。6年生では貯金事務を行い、キャリ
ア教育につなげています。また、毎年、地域の方に「大太鼓踊り」を教
えていただき、運動会で披露しています。

当校の自慢

photo：上米公園

そこが聞きたい !!

一般質問 6名

一般会計予算、特別会計予算、可決

三股町議会 第2回（令和4年3月）定例会報告

県知事による
審決後の町議会の動き

特 集

vol.4みまたん学校紹介

三股町立宮村小学校

誌面の文字が大きくなって見やすくなりました


